
◆  売上高は、機械制御系や自動車、流通・サービス向けをはじめとしてシステム構築分野が好調に推移
し、前年同期比110.1%の90,111百万円となりました。

◆  営業利益は、人員体制の整備・研究開発等の先行投資を継続したものの、増収により前年同期比
103.5%の4,186百万円となりました。

◆  経常利益は、持分法投資利益の改善により、前年同期比107.9%の4,404百万円となりました。
◆  親会社株主に帰属する四半期純利益は、投資有価証券売却益等により前年同期比121.4%の

2,557百万円となりました。

FUJISOFT Report
2017年12月期第2四半期
第48期中間報告

（2017年1月1日▶2017年6月30日）

株主の皆様へ
　当社グループは、急速なICTの発展に伴うマーケットニーズに対応するため、人材採用の拡大、技術
者教育を精力的に行い、また、ビジネスパートナーとの連携強化等、体制強化を進めてまいりました。さ
らに、重点技術分野「AIS-CRM」（＊）で積極的な取り組みを展開し、付加価値向上に努めてまいりました。
主力である受託開発分野の拡大・付加価値向上とともに、プロダクト・サービス分野の積極的な展開、グ
ローバル分野への取り組みとグループ連携の強化を引き続き進めてまいりました。また、かねてから
行っております働き方改革を加速させ、当社の基本理念である「ゆとりとやりがい」の実現に向け、生産
性向上による残業時間削減等への取り組みを通じ、中期方針である「ICTの発展をお客様価値向上へ結
びつけるイノベーション企業グループ」を目指してまいりました。
　このような活動により、当第2四半期連結累計期間の業績につきましては、後述の連結業績ハイライ
トの通りとなりましたことをご報告いたします。
　株主の皆様におかれましては、これまでと変わらぬご理解とご支援を賜りますよう、心よりお願い申
し上げます。

*：  AIS-CRM（A：AI　I：IoT　S：Security　C：Cloud　R：Robot　M：Mobile＆AutoMotive） 
当社が重点技術と位置づける技術領域 

（次ページ下部に図表化しておりますのでご参照ください）
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売上高（百万円）
　　　　前年同期比110.1%

営業利益（百万円）
　　　　前年同期比103.5%

経常利益（百万円）
　　　　前年同期比107.9%

親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益（百万円）
　　　　前年同期比121.4%

代表取締役社長執行役員

くわしくはこちら
www.fsi.co.jp/ir/library/



連結セグメント別売上高

売上高
90,111百万円

（前年同期比）110.1%
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組込系／制御系ソフトウェア
売上高

25,614百万円
（前年同期比　112.0%）

自動車、FA、家電（AV機器）などの機械制御系
や、航空・宇宙分野などが好調に推移したこと
により、前年同期比112.0%と増収になりま
した。

ファシリティ事業
売上高

1,364百万円
（前年同期比　100.4%）

当社および一部の連結子会社が所有している
オフィスビルの賃貸収入等により、前年同期比
100.4％と増収になりました。

業務系ソフトウェア
売上高

23,463百万円
（前年同期比　110.9%）

流通・サービス向けなどを中心に幅広く前年同
期を上回り、前年同期比110.9%と増収にな
りました。

その他
売上高

5,413百万円
（前年同期比　127.3%）

データエントリー事業やコンタクトセンター
事業が好調に推移したことにより、前年同期比
127.3％と増収になりました。

プロダクト・サービス
売上高

26,665百万円
（前年同期比　112.1%）

ライセンス販売やPALROおよびロボット開発
事業が前年同期を大きく上回ったことなどに
より、前年同期比112.1%と増収になりまし
た。

アウトソーシング
売上高

7,591百万円
（前年同期比　90.1%）

流通向け取引の減少などにより、前年同期比
90.1%と減収になりました。

IoT
インテグレーション

AI
インテグレーション

Cloud
Computing
インテグレーション

Security
インテグレーション

Auto
Motive

Mobile
インテグレーション

Robot
インテグレーション

当社の組込系技術とビッグデータ分析
などを組み合わせてIoTの世界を
ワンストップサービスで提供 新たなテクノロジーの発展に

伴う様々な脅威への適切な対応

さらに発展し続ける自動車
ソフトウェアへの積極的な対応

進化を続ける様々なモバイル端末の
最適なインテグレーション

先進の知能化技術によって実現した
コミュニケーションロボット「PALRO」の活用
産業用ロボット分野を支えるソフトウェア技術

様々な業種、業態に適切な
クラウドサービスを
インテグレーション

フロントエンドAI、クラウドAI、
AI-BOT、様々なAIを
インテグレーション

業務系ソフトウェア開発で培った
システム構築力

組込系 /制御系
ソフトウェア開発の

先進技術ノウハウ

ソフトウェア /
ハードウェア製品の
プロダクト提供力

AIS-CRM＜アイスクリーム＞（新技術への挑戦：付加価値向上に向けて）



株主還元について

トピックス

●配当
　当社は、将来における安定的な企業成長と経営環境の変化に対応するため、必要な内
部留保資金を確保しつつ、経営成績に応じた株主への利益還元を継続的に行うことを
基本方針としています。
　なお、当期の中間配当は1株当たり15円を実施します。
　また、期末配当は1株当たり15円を予定、合計で1株当たり30円の配当を予定して
います。

●講談社が企画・プロデュースする「ATOMプロジェクト」に参加！
　当社は、自社プロダクトであるコミュニケーションロボット「PALRO」のテクノロジーを
講談社がプロデュースする「ATOMプロジェクト」に供給しています。
　現在販売中の「週刊 鉄腕アトムを作ろう！」（販売：講談社、監修：手塚プロダクション）に
は、手塚治虫の「鉄腕アトム」をモデルにしたコミュニケーションロボット「ATOM」の部品
が同梱されており、毎週届く部品を組み上げることで「ATOM」が完成します。

●株主優待
　当社は、株主の皆様の日頃のご支援に感謝するとともに、当社株式への投資魅力を高め、より多くの
方々に当社株式を中長期的に保有していただくことを目的として、株主優待を開始しました。
　対象は、毎年12月末日現在の株主名簿に記載または記録された当社株式100株（1単元）以上を保有
されている株主様となります。

CSR活動
●第17回テレワーク推進賞の「会長賞」受賞
　当社は、一般社団法人日本テレワーク協会の「第17回テレワーク推進賞」において、会長賞を受賞しました。
　テレワーク推進賞は、テレワークを導入・活用した、またはテレワークの普及に貢献した企業・団体等が表彰されるもので、その中でも会長賞
は、極めて優秀で広く他の模範となりうる企業および事例が表彰されます。
　当社は、テレワークを活用した多様な働き方の実現や、地域の産業創出・地元雇用などによる地方創生への取り組みを高く評価していただき
ました。
　今後も引き続きテレワークを推進していきます。

●ロボット作りを通して『ものづくり』の楽しさを知っていただくロボット競技大会を主催
　毎年12月に開催する全日本ロボット相撲の全国大会では、全国9地区で行われた地区大会を勝ち上がった選
手が、自慢のロボットとともに相撲の聖地・国技館にて“横綱”の称号をかけて熱き戦いを繰り広げます。
　また、全国大会と同日開催する世界大会は、ロボット相撲が競技として開催されている海外21ヶ国33大会
の優勝者と開催国代表、「全国大会」の優勝者・準優勝者でトーナメントを開催し、「自立型」と「ラジコン型」それ
ぞれの世界1位を決定します。
　さらに、毎年2月には「高校生ロボットアメリカンフットボール全国大会」および「INTERNATIONAL ROBOFOOTBALL TOURNAMENT」
をパシフィコ横浜で開催しています。
　今後も大会を通じて、子供から大人まで「ものづくり」の楽しさを知っていただき、ロボットテクノロジーを学ぶきっかけの場となれるよう、
尽力していきます。

今年も「ロボット相撲全国大会」「INTERNATIONAL ROBOT SUMO TOURNAMENT」を開催します！
ぜひ会場へご来場の上、土俵の上で繰り広げられるスピーディでパワフルな戦いをご覧ください。
マス席、昼食のご用意もございます。ご来場の際には、会場受付にて株主様の旨お伝えください。

日時：2017年12月17日（日）10：00～16：00（予定）
場所：両国・国技館（東京都墨田区横網1-3-28）

くわしくは公式サイトをご覧ください。　URL　http://www.fsi.co.jp/robot/
※「高校生ロボットアメリカンフットボール全国大会」は2018年2月にパシフィコ横浜で開催予定
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高校生ロボットアメリカン
フットボール全国大会の模様

©TEZUKA PRO / KODANSHA

はがき・住所録作成ソフト『筆ぐるめ』
（贈呈時点の最新版）

くわしくはこちら
atom2020.jp/

当社のCSR活動はこちら
www.fsi.co.jp/csr/



本社　〒231-8008 神奈川県横浜市中区桜木町一丁目1番地

AGJI-AC（J）-801-76B-CRFSI/PPN

■株式の状況（2017年6月30日現在）

●株式の状況
◦発行可能株式総数 ………………… 130,100,000株
◦発行済株式の総数 ……………………33,700,000株
◦株主数 ………………………………………… 7,184名
◦単元株式数 ……………………………………… 100株

●大株主

氏名又は名称 所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合

（％）
有限会社エヌエフシー 3,228 9.58

NORTHERN TRUST CO. 
（AVFC） RE SILCHESTER 
INTERNATIONAL INVESTORS 
INTERNATIONAL VALUE 
EQUITY TRUST

2,035 6.04

野澤　宏 1,545 4.59

NORTHERN TRUST CO. 
（AVFC） RE U.S. TAX 
EXEMPTED PENSION FUNDS

1,269 3.77

日本トラスティ・サービス信託銀行
株式会社（信託口） 1,247 3.70

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口） 1,074 3.19

NORTHERN TRUST CO. 
（AVFC） SUB A/C NON TREATY 773 2.29

GOLDMAN,SACHS& CO.REG 640 1.90

日本トラスティ・サービス信託銀行
株式会社（信託口9） 638 1.89

野澤　則子 629 1.87

（注）上記のほか当社所有の自己株式2,404千株（7.13％）があります。

■株主メモ

事業年度 1月1日から12月31日
期末配当基準日 12月31日
中間配当基準日 6月30日
定時株主総会 毎年3月に開催
単元株式数 100株
株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同連絡先 三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
東京都府中市日鋼町1-1
電　話：0120-232-711（通話料無料）
郵送先：〒137-8081
　　　　新東京郵便局私書箱29号
　　　　三菱UFJ信託銀行株式会社
　　　　証券代行部

公告掲載URL http://www.fsi.co.jp/ir/notify/
ただし、事故その他やむを得ない事由に
よって電子公告による公告をすることが
できない場合は、日本経済新聞に掲載し
て行います。

（ご注意）
1．  株主様の住所変更、単元未満株式の買取請求その他各種お手続きにつきま

しては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ること
となっております。口座を開設されている証券会社等にお問合せください。
株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意
ください。

2．  特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱
UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座
管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せください。なお、三菱UFJ信託銀行
全国各支店にてもお取次ぎいたします。

3．  未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいた
します。

【配当金計算書について】
　同封いたしております「配当金計算書」は、租税特別措置法の規定に基づき作
成する「支払通知書」を兼ねております。配当金をお受取りになった後の配当金
額のご確認や確定申告の資料としてご利用いただけます。
　なお、配当金を証券口座でお受取り（株式数比例配分方式）の株主様は、お取
引のある証券会社へご確認ください。

■「富士ソフト　秋葉原ショールーム」のご案内

「富士ソフト　秋葉原ショールーム」は、“見て”、“触れて”、“体感”できる常設型のオープンスペースです。
PALRO、moreNOTE、みらいスクールステーションを始めとした当社製品・サービスをご紹介しています。
お近くにお越しの際は是非お立ち寄りください。

■公式Facebookのご案内

製品・サービスに関する情報やイベント開催などの最新情報を発信しています。ぜひご覧ください。
https://www.facebook.com/FUJISOFT.japan

くわしくはこちら
www.fsi.co.jp/showroom/


